
平成２９・３０年度
国立教育政策研究所教育課程研究センター
関係指定事業（生活科）

中間公開授業研究会
（研究経過説明）



本校の研究について



研究主題

自ら課題をもち，進んで学ぼうとする子どもの育成

～かかわり合いを通して学びを深めていく指導を通して～



指導上の工夫の視点

①自分の思いや考えを引き出すために

・考える意欲を引き出す課題設定や提示の仕方の工夫
・的確な実態把握とともに子どもの思いや願いを大切に
しためあて（ねらい）の設定
・子どもの内面に生じた思いや考えを，具体的な表現と
して引き出すための工夫
・自分の考えを整理したり，ふくらませたりするための
手立ての工夫



指導上の工夫の視点

②「話す力」や「聞く力」を育てるために
・学年に応じた話し方や聞き方の指導
・話し合いを深めるための，学び合いの場・学習形態の工夫

③「学びを生かそう」とする意欲を高めるために
・指導計画における体験や実践の場の設定
・活用や発展といった実践の在り方を意識づけていく工夫

④評価の工夫
⑤基礎的・基本的な学力の定着を図る指導の工夫
⑥その他



生活科（総合的な学習の時間）の研究について



研究テーマ

思いや願いをもって「ひと・もの・こと」とかかわり，
気付きの質を高め表現する子どもの育成
～地域とつながる生活科の授業を通して～



視点１

子どもが思いや願いをもってかかわるために
（主体的な学びの実現）

子どもが考えを深め，表現するために
（対話的で深い学びの実現）

視点２

研究の視点



○ 児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化

○ 生活科に関わる諸計画の見直しと活用
研究計画・全体計画・年間指導計画・単元計画
スタートカリキュラムを含む，

生活科を中心としたカリキュラムマネジメント

○ 地域素材の見直し，掘り起こしとそれらの活用

○ 地域の「人・もの・こと」との出会いの場の工夫

○ サポート団体の掘り起こしと持続可能な連携

平成２９年度 前期の研修計画



これまでの取組



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの分析～

Ｈ２９ １・２年生アンケート

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

79.2 19.6 1.20

生活科の学習を好んでいるか

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの分析～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19 33.3 42.9 4.8

家族以外の地域の人と接する機会があるか

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない

Ｈ２９／７ １・２年生保護者アンケート



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの分析～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校

全県

62.2

55.4

32.4

36.9

2.7

6.3

2.7

1.3

地域のためになる活動を進んで取り組んでみたいと思う

（現６年生）

あてはまる どちらかといえば

あとはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あとはまらない

Ｈ２８ 県学習状況調査



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの分析～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校

全県

82.6

60.3

13

32.4

4.3

6.1

0

1.2

地域のためになる活動を進んで取り組んでみたいと思う

（現５年生）

あてはまる どちらかといえば

あとはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あとはまらない

Ｈ２８ 県学習状況調査



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの分析～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校

全県

36.1

51.8

47.2

28.1

13.9

12

2.8

8.1

今住んでいる地域の行事に参加しているか。

あてはまる どちらかといえば

あとはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あとはまらない

Ｈ２９ 全国学力学習状況調査



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの分析～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校

全県

22.2

36.7

44.4

39.2

25

17.2

8.3

6.8

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があるか

あてはまる どちらかといえば

あとはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あとはまらない

Ｈ２９ 全国学力学習状況調査



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの分析～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校

全県

13.9

22.1

41.7

38

38.9

29.1

5.6

10.7

地域や社会をよくするために

何をすべきかを考えることがある

あてはまる どちらかといえば

あとはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あとはまらない

Ｈ２９ 全国学力学習状況調査



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～アンケートの結果～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校

全県

30.6

44.3

61.1

42.2

8.3

11.3 2.2

（総）自分で課題を立てて情報を集め整理し，調べた

ことを発表するなどの活動に取り組んでいるか

あてはまる どちらかといえば

あとはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あとはまらない

Ｈ２９ 全国学力学習状況調査



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～授業研究会の実施（６月）～

【生活科】

☆探検をして見つけた驚き，におい，大きさ，数等が子どもたち
が選んだ発表方法で伝わるのか。
→「○○には▲▲がありました」だけの「もの」だけを伝えるのではない。

☆カード等に表れていない子どもの思いを見取るために，活動し
ている姿と照らし合わせたり（今回は探検時応援団にお願いしたメモ・教師が作
成したメモがよかった），カードに書かれた言葉をもとに対話したりする
場があればよかった。

２年 「どきどき わくわく まちたんけん」の実践から

子どもが感じた気付きを，どのような
方法で伝えさせるのか？

形に表れていない子どもの気付きを，ど
のような方法で表出させるのか？



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～授業研究会の実施（６月）～

【総合的な学習の時間】

☆４０時間という単元の計画ではあるが，探究する力がスパイラ
ルになっている。
☆本時は発表方法より発表内容について吟味する時間ではなかっ
たか。→本時のメインは「改善点を見出すこと」である。
例）～というアドバイスがあったので，～をしたい（～をもっと調べていく）。

４年 「ふるさとの今を見つめて ～発信しよう！ふるさとのよいところ～」の実践から

☆個の課題をはっきりさせ，解決の見通しをもたせる。

☆（来年度に向けて）取組の紹介だけではなく，「～の取組をし
たら，子どもたちが～に変わった」という発信をしてほしい。

「発信方法」を検討し合う際の視点を
明確に，または焦点化を図る



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～教員の具体的な取組の例（生活科）～

子どもたちの「やってみたい」と思いを生かすことを大切にしてきた。

ある程度「任せられるところ」を意識し，できるだけ見守るようにし
た。

他教科との関連を意識し，学習をより関連付けて進めてきた。

子どもの思いや願いを
大切に

子どもの力を信じる

つたないものでも表現
することを大切に

他教科との関連
（合科的な指導）



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化
～教員の具体的な取組（総合的な学習の時間）～

年度初めにこれまでの経験を振り返った上で，子どもとともに
学習内容（単元）を構想していった。

一人一人が学習課題をつくり，そしてそれを紹介し合うことを
通して，それが「みんなで」「グループで」調べていくことが
可能であるかを考える場を設けた。

子どもの思いや願いを
大切にした単元づくり・主体的な学習への支援

スパイラルで取り組めるような
単元（学習過程）の設定

課題追究のために，必要なことは？ その方法は？ など学習
の進め方を適宜考えるようにしてきた。

探究プロセスの指導



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化

カリキュラムデザイン（生
活科との関連）の作成

・他教科とのつながりを…

①学習方法に関すること
②自分自身に関すること
③他者や社会とのかかわ
りに関すること
の視点で矢印で結び，関連
性を可視化



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化

カリキュラムデザイン
（総合的な学習の時間との

関連）の作成

・他教科とのつながりを…

①学習方法に関すること
②自分自身に関すること
③他者や社会とのかかわ
りに関すること
の視点で矢印で結び，関連
性を可視化



児童の実態把握，育成を目指す資質・能力の具体化

年度末に見直し，関連性をもっと明確に
させ，次年度に引き継いでいく。

２年生「生活科」の例



生活科に関わる諸計画の見直しと活用
～研究計画・全体計画・年間指導計画・単元計画～

総合的な学習の時間の
全体計画の見直し



育てようとする各資質・能力に，
「生活科との関連」を記載した。

①育てようとする「資質・能力」の精選
②子どもも使える文言に…



生活科に関わる諸計画の見直しと活用
～研究計画・全体計画・年間指導計画・単元計画～

「生活科・総合的な学習の時
間」学習関連系統表の作成



小学校だけでなく，就学前（園）や卒業
後（中学校）のものも載せ，園・小・中
との関連を一覧に表した。

園や中学校と共有し，見直しを図ってい
きたい。



生活科に関わる諸計画の見直しと活用
～スタートカリキュラムを含む，生活科を中心としたカリキュラムマネジメント～



生活科に関わる諸計画の見直しと活用
～スタートカリキュラムを含む，生活科を中心としたカリキュラムマネジメント～

担当教員だけでなく，全体で共通理解を図
り，共有する場を設ける。

今後，年度中に園小でカリキュラムづくり
の研修の機会を設けて，見直しを図る（ア
プローチカリキュラムも）。



地域素材の見直し，掘り起こしとそれらの活用
～学習マップの作成～

○人材・見学先等
○ポイント・留意点

等を記載

【生活科の例（１年）】



地域素材の見直し，掘り起こしとそれらの活用

活動場所でのポイント・留意点などを記録
した。気軽にできるように，手書き用の枠
も用意。



地域素材の見直し，掘り起こしとそれらの活用

【総合的な学習の時間の例（４年）】

～学習マップの作成～



学習の際に活用した外部指導者・連絡
先・内容などを記録した。

記録の蓄積と次年度以降への効果的な活用
生活・総合以外でも取り組めるように…

■■■

■■■■

■■■■



地域の「人・もの・こと」との出会いの場の工夫

生保内公園での秋さがし

（１年生活科）

「がっこうたんけん」での
２年生との出会い



地域の「人・もの・こと」との出会いの場の工夫

まちたんけんでの
「まちの人たち」との出会い②

（２年生活科）

まちたんけんでの

「まちの人たち」との出会い①



地域の「人・もの・こと」との出会いの場の工夫

クニマス未来館での
田沢湖新発見！

（３年総合的な学習の時間）

ご当地キャラクター
「オモテナシ３兄弟」との出会い



地域の「人・もの・こと」との出会いの場の工夫

仙北市市長より
仙北市観光ＰＲ隊の委嘱

（４年総合的な学習の時間）

地域の方と協力した
秋田市での物産販売



地域の「人・もの・こと」との出会いの場の工夫

ＪＡと協力した米づくり体験

（５年総合的な学習の時間）

防災ステーションでの学習



地域の「人・もの・こと」との出会いの場の工夫

修学旅行で歴史に触れる

（６年総合的な学習の時間）

仙北市役所，地方創生・
総合戦略課の方からの説明



サポート団体の掘り起こしと持続可能な連携

生保内地域運営体（嶽の会）
ＰＴＡ母親委員会

CRYING TIGER 秋田支部
神代活性化協議会

おはなしの会「アトリエ」
生保内友の会地域運営体

生小応援団



サポート団体の掘り起こしと持続可能な連携

第１回の発足会議の資料より



サポート団体の掘り起こしと持続可能な連携

イメージ図と実際の動きを図表で表した



サポート団体の掘り起こしと持続可能な連携

「応援団要請書」



サポート団体の掘り起こしと持続可能な連携
～実際の取組の例～

２年生活科 ４年総合的な学習の時間



サポート団体の掘り起こしと持続可能な連携

☆教師の反応☆

☆同行した方のメモ☆「子どもの学習を支える手立て」か
「研究の一つの柱」としてとらえるのか。

実際の活動数が少ない…年度末には
検証し，改善策を見出していく。



その他①

学習環境づくり（教室内外掲示物の工夫）



その他①

学習環境づくり（教室内外掲示物の工夫）

今後，各教員で見合い，どのような
ものがよいのか，方向性を見出す。

まずは「学習の過程が分かるもの（時系
列）」ということだけを共通で確認し，各
教員のオリジナルで取り組む。



その他② 園小連携

～年間計画～
＊４月 園児の定期健診を小学校で実施
＊５月 運動会へ招待
６月 園の教員の授業参観（指導主事計画訪問）
＊６月 園小連絡協議会（顔合わせ会）
６月 小学校教員による園での１日体験①（研究主任）
＊７月 １年生児童の園訪問（「お里帰り」）
７月 就学前小学校南地区合同研修会への参加
８月 小学校教員による園での１日体験②（１年担任）
９月 園の教員による小学校での１日体験（年長組担任）
＊９月 生小フェスタ（学習発表会）への招待（年長組）

１１月 生活科授業への招待（年長組）
１月 園小連絡協議会（カリキュラムづくり研修）
＊２月 園小連絡協議会（年間の反省）

秋田県幼小連携理解推進事業への参加



～小学校教員による園での１日体験～

その他② 園小連携



～園の教員による小学校での１日体験～

その他② 園小連携



～子どもどうしの交流（「お里帰り」）～

その他② 園小連携



園の教員の感想から



小学校の教員の感想から

数多くの「遊び」の中で数多くの「学び」を実感
～園児が自主的に動き，学んでいく～

教師の支援・手立ての加減・タイミングの巧みさ
例）「どんな場面で，どんな声かけをするのか？」

一緒に遊ぶことを通して，園児の目線でものごとが見えてきた

園での段階でもうすでに「できていること」がたくさんある

園児が安心して，安全に活動できる環境づくり



その他② ～園小連携を通して見えてきた課題…～

連携段階表からすると，まだ第２段階
互恵性を求めた（教師どうしが対等な関係）連携
（第３段階）へステップアップを！

「育ち」と「発達」を再検証

相互に意味のあることをしているが，発達段階
の違いにより，やり方が異なることを理解
例）着替え

子どもの「発達」と「学び」は連続している！

相違点だけでな
く，共通点も見
出していく。



これまでの取組の成果と課題

～教員へのアンケートや児童の様子から～



成 果 【生活科】

「生活科が好き」という子どもの姿

様々な見方ができる子どもの姿

普段の生活の中で生かす子どもの姿

地域への愛着心を高める子どもの姿



成 果【生活科】

「見守る（待つ）」「耳を傾
ける」「声かけの仕方」を大
切にする教師の姿

園小連携等を通した実態把
握による的確な支援・手立
てを講じる教師の姿



成 果【総合的な学習の時間】

人とのかかわりを通して，見方・
考え方が広がる子どもの姿

地域を改めて見直し，さらに愛着心が
高まる子どもの姿

課題についての調べ方を身に付けてきた。

グループ学習での他とのかかわりを通して，リーダー性
が身に付いてきた。

「学びの基本スタイル」が身に付いて
きた子どもの姿



成 果【総合的な学習の時間】

子どもとともに自らも高まっていく
教師の姿

子どもとともに地域にかかわり，
地域の思いや願いを生かした単元
づくりを行う教師の姿

一人で抱え込まず，他に協力を求
めながら教材研究を行う教師の姿



課 題 【生活科】

子どもの個人差
（思いの強さ・時間など）

子ども一人一人への支援・対応
の仕方

子どもの表現等，活動をもっとダ
イナミックに…そのための教師の
支援

子どもの思いや願いの変化への対応



課 題【総合的な学習の時間】

子どもの思い・願いを生かした単元・授業づくり
＊教師の思い・願いとの兼ね合い，コーディネート力

グループ活動の差への対応

教師自らがもっと地域を知る

ゲストティーチャーの把握とその活用の仕方

他教科との関連



ご清聴，ありがとうございました。

忌憚のないご意見・ご感想をお願いいたします。




